
※経常収支比率とは
　地方公共団体の財政構造の弾力
性を図る比率のこと。
　人件費・扶助費・公債費等の経
常的経費に、地方税・地方交付税・
地方譲与税を中心とする収入がど
の程度消費されているかを測定す
る。
　この指標の比率が高いほど財政
構造の硬直化が進んでいることを
表す。

　
4
ポ
イ
ン
ト
と
大
幅
に
改
善
し
て
い

る
が
こ
の
要
因
は
。
ま
た
、
さ
ら
に
改

善
し
て
い
く
見
込
み
な
の
か
。

　
改
善
の
要
因
は
地
方
交
付
税
が
大
幅

に
増
え
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
国
が
想
定
し
て
い
た
よ
り
も

地
方
交
付
税
の
財
源
と
な
る
国
税
の
落

ち
込
み
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

今
後
の
見
通
し
で
は
、
決
算
統
計
の
分

析
の
中
で
、
交
付
税
が
伸
び
て
い
る
こ

と
は
一
つ
の
安
心
材
料
と
考
え
て
い

る
。　
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西
郡
住
宅
14
号
館
か
ら
18
号
館
の
建

て
替
え
に
際
し
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
手
法
を

取
り
入
れ
る
に
あ
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
業
務
と
し
て
1
2
1
0
万
円
の

決
算
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
業
務
内
容
か
。

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
実
施
方
針
や
事
業
契

約
書
等
の
策
定
は
、
非
常
に
専
門
性
が

高
く
、
高
度
な
知
識
が
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
事
業
実
施
に
向
け
た
支
援
業

務
を
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
委

託
し
て
い
る
。
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学
校
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
（
S
S
W
）
の
令
和
３
年
度
の
配

置
実
績
は
。

　
６
中
学
校
区
に
各
１
名
と
、
そ
の
他

の
中
学
校
区
に
派
遣
す
る
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー
の
計
７
名
を
配
置
し
た
。

　

S
S
W
の
保
護
者
へ
の
認
知
が
低

い
が
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　

S
S
W
の
さ
ら
な
る
活
用
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
お
り
、
S
S
W
に
よ

る
支
援
に
つ
い
て
、
各
学
校
や
教
育
委

員
会
か
ら
情
報
発
信
に
努
め
る
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
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相
談
支
援
の
連
携
強
化
の
た
め
、
令

和
３
年
度
か
ら
設
置
し
た
、
つ
な
げ
る

支
援
室
等
で
行
う
同
事
業
に
つ
い
て
、

実
際
に
支
援
を
行
っ
た
件
数
は
何
件
か
。

ま
た
、
事
業
実
施
に
よ
る
成
果
を
ど
う

捉
え
て
い
る
の
か
。

　
延
べ
相
談
件
数
５
０
８
件
、
実
人
数

１
２
８
人
に
対
応
し
た
。
複
合
的
・
複

雑
的
な
ケ
ー
ス
の
課
題
を
整
理
し
、
関

係
機
関
で
連
携
し
て
対
応
し
、
適
切
な

支
援
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

福
祉
相
談
窓
口
以
外
か
ら
も
相
談
が
あ

り
、
支
援
に
つ
な
が
っ
た
事
例
も
あ
る
。
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スクールソーシャルワーカーは、子
どもの悩みや学校でのいじめ、不登
校等に対して、家族や学校の先生、
関係機関と連携を取りながら解決の
ための支援をする。活用を促し、そ
の効果検証を行うべきである。

＜令和３年度 一般会計 決算の概要＞

決
算
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３
４
１
３
万
３
千
円

決
算
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約
７
２
０
万
９
千
円

決
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額 
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１
億
３
９
１
４
万
９
千
円

令和３年度の決算審査令和３年度の決算審査

私たちの税金私たちの税金
何何にに使使われたの？われたの？

民生費
661億円
(54.3%)

総務費
105億円
(8.6%)

衛生費
130億円
(10.7%)

公債費
91億円
(7.5%)

教育費
105億円
(8.7%)

土木費
82億円
(6.8%)

消防費
20億円 (1.7%)

その他
20億円 (1.7%)

歳出
1,2191,219 億億5,5885,588 万円万円

国庫支出金
379億円
(30.9%)

地方交付税
146億円
(12.0%)

府支出金
84億円
(6.9%)

市債
82億円
(6.8%)

地方消費税交付金
60億円 (4.9%)

使用料及び手数料
13億円 (1.1%)

その他
77億円 (5.9%)

市税
386億円
(31.5%)

　        歳入
1,2271,227 億億 7,4687,468 万円万円 決算書は

こちら
↓

決算審査って
何ですか？

前年度の予算が適正で効率的
に使われたどうかを確認し、審
査するものです。

市民の皆様の税金の使われ方
を市議会で最後までしっかり確
認するためです。

QQ
AA

AA
どうして審査が
必要なんですか？

QQ

※多機関連携ネットワーク推
進事業とは

　制度や組織に縛られない、国が
示す「断らない相談支援」を実現
するために、介護、障がい、育児、
生活困窮などの複雑化・複合化し
た課題を抱えた世帯を関係機関で
連携して支える仕組みづくりを行
う事業。

※ PFI とは
　公共施設等の建設、維持管理、
運営等を民間の資金、経営能力及
び技術的能力を活用して行う新し
い手法のこと。

QA

 

令
和
２
年
度
１
０
０・６
％

➡ 

令
和
３
年
度
96
・
６
％

1011 やお市議会だより やお市議会だよりvol.317 vol.317

Y
A

O
 S

H
I
G

I
K

A
I
 D

A
Y

O
R

I

や
お
市
議
会
だ
よ
り


